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（その３）

見積書

年　　月　　日

市川市長


住所　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　　　印


　ご指示の設計書、図面及び仕様書その他契約条件を承知の上、下記金額をもって納入いたしたく見積もりいたします。

	　
	金額
	　
	　
	　見積書その３は記載例を参考に、
業務内容を内訳欄に記載してください。
（別紙見積書の添付も可）

	　
	　
	
	　円

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
　　うち取引に係る消費税額及び地方消費税額　￥

件名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（内訳）

	

	

	

	内　容 
	数量
	単価（円）
	金額（円）

	　○○点検　Ａ設備
	2基
	－
	　〇〇〇〇〇円

	　○○点検　Ｂ設備
	3基
	－
	

	　△△修繕　型番◆◆ 
0000㎜×0000㎜
	4箇所
	△△△円
	△△△△円

	　清掃業務（a室、b室、c室） 1回／週
	一式
	
	□□□□円

	　諸経費
	　
	　
	●●●円　

	
	
	
	



契約保証金　　　市川市財務規則第１１７条第３項第６号により免除

施行場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施行期間　　　　　年　　月　　日　～　　　　年　　月　　日

契約年月日　　　　年　　月　　日

検査年月日　　　　年　　月　　日

支払時期　　検査の終了後、請求書の提出を受けた日から　　日以内に支払うものとする。

※　市川市財務規則第１１６条の規定に基づき、本見積書の提出をもって契約書の作成を省略することができる。


暴力団等排除に係る契約解除に関する特約条項
（製造の請負、業務委託、賃貸借その他契約用）

（総則）
第１条　この特約は、この特約が付される契約（市川市財務規則（昭和６０年規則第４号）第１１６条の規定により、契約書の作成を省略する契約を含む。以下「契約」という。）と一体をなす。

（暴力団等排除に係る解除）
第２条　市川市（以下「市」という。）は、契約の相手方が次の各号のいずれかに該当するときは、この契約を解除することができる。
(１)役員等（個人である場合にはその者その他経営に実質的に関与している者を、受注者が法人である場合にはその役員、その支店又は営業所（常時契約を締結する事務所をいう。）の代表者その他経営に実質的に関与している者を、受注者が法人以外の団体である場合には、代表者、理事等、その他経営に実質的に関与している者をいう。以下同じ。）が、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）若しくは暴力団員等（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員及び暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者をいう。以下同じ。）であると認められるとき、又は暴力団若しくは暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められるとき。
(２)役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的、又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団等（暴力団及び暴力団員等並びに暴力団及び暴力団員等と密接な関係を有する者をいう。以下同じ。）を利用するなどしていると認められるとき。
(３)役員等が、暴力団等に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると認められるとき。
(４)役員等が、暴力団等と社会的に非難されるべき関係を有していると認められるとき。
(５)役員等が、暴力団、暴力団員等又は前４号のいずれかに該当する法人等（法人その他の団体又は個人をいい、市川市入札参加業者適格者名簿に登載されているか否かを問わない。）であることを知りながら、これを不当に利用するなどしていると認められるとき。
(６)下請契約又は資材、原材料の購入契約その他の契約に当たり、その相手方が前５号のいずれに該当することを知りながら、当該者と契約を締結したと認められるとき。
(７)契約の相手方が、第１号から第５号までのいずれかに該当する者を下請契約又は資材、原材料の購入契約その他の契約の相手方としていた場合（前号に該当する場合を除く。）に、市が契約の相手方に対して当該契約の解除を求め、契約の相手方がこれに従わなかったとき。
２　契約の相手方が、協同組合又は共同企業体である場合における前項の規定については、その代表者又は構成員が同項各号のいずれかに該当した場合に適用するものとする。
３　契約の相手方は、前２項の規定により契約が解除された場合は、違約金として、契約金額（この契約が地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の１７に規定する条例で定める契約（この項において「長期継続契約」という。）においては、契約期間中の各会計年度の支払予定額のうち最も高い額（この項において「最高支払予定額」という。））の１００分の１０に相当する額を市が指定する期限までに支払わなければならない。ただし、単位数量当たりの契約金額を定めた単価契約においては、契約単価に契約期間内の予定数量を乗じて計算した額（長期継続契約においては、最高支払予定額）の１００分の１０に相当する額とする。
４　契約を解除した場合において、契約保証金が納付されているときは、市は、当該保証金を前項の違約金に充当することができる。
５　第１項の規定により契約が解除された場合に伴う措置については、契約の規定による。

（関係機関への照会等）
第３条　市は、契約からの暴力団等の排除を目的として、必要と認める場合には、契約の相手方に対して、役員等についての名簿その他の必要な情報の提供を求めることができ、その情報を管轄の警察署に提供することで、契約の相手方が前条第１項各号に該当するか否かについて、照会できるものとする。
２　契約の相手方は、前項の規定により、市が警察署へ照会を行うことについて、承諾するものとする。

（契約の履行の妨害又は不当要求の際の措置）
第４条　契約の相手方は、自らが、又はこの契約の下請負若しくは受託をさせた者（この条において「下請事業者等」という。）が、暴力団等から契約の適正な履行の妨害又は不当要求を受けた場合は、毅然として拒否し、その旨を速やかに市に報告するとともに、管轄の警察署に届け出なければならない。
２　契約の相手方及び下請事業者等は、前項の場合において、市及び管轄の警察署と協力して、契約の履行の妨害又は不当要求の排除対策を講じなければならない。

（遵守義務違反）
第５条　市は、契約の相手方が前条に違反した場合は、市川市建設工事等請負業者等競争参加資格停止基準の定めるところにより、競争参加資格停止の措置を行う。下請事業者等が報告を怠った場合も同様とする。
